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１．はじめに
　「動物介在教育」（Animal Assisted Education: AAE）
とは，生き物を介して，命の大切さや他者への思いや
り，自然環境に対する興味，生き物に関する理科的知
識を育む教育のことである。AAEの目標とするとこ
ろは，「いのち」の大切さ，他者への思いやり，自然
環境への配慮を，体験を通して子ども達に教えること
で，肉体的にも精神的にも健康な子どもたちを育てる
ことにある。
　AAEは，ウサギなどの哺乳類やニワトリなどの鳥
類の飼育を通した教育が一般的であるが，AAEを広
義に捉えると，これらの動物だけでなく魚類や昆虫な
どの小動物も含む様々な生き物とそれらが生きる自然
環境のあり方を学ばせるとともに，生き物たちのかけ
がえのない命の重さについても体感させることのでき
る総合的フィールド教育であると言える。
　特にわが国の幼稚園では，明治時代（1890年～
1910年頃）から，小鳥やハト，ニワトリ，ウサギに加
えて，金魚やカイコ，オタマジャクシなど多様な生き
物が飼育されていた。1926年（大正15年）に「幼稚園
令及び幼稚園令施行規則」が制定されると，「観察」
が保育項目に加えられ，動物の飼育が全国的に広まり

（文部省，1979），生き物を通した体験教育が盛んに行
われるようになったと言われている。
　では広島大学附属三原幼稚園における動物飼育と動
物を通した教育の変遷についてはどのようなものだっ
たのだろうか。谷田らが同園の研究紀要集を調査して，
飼育動物を通した教育の取組みの歴史についてまとめ
た研究報告（2002）があるので，以下に部分引用した

（著者の了解を得て一部を省略・一部文体を変更）。
　『三原幼稚園では1950年（昭和25年）からウサギが
飼育されていた。しかし，ウサギに関しては，「見学・
自然観察」の領域で「餌をやる」「見る」といった項
目が掲げられているだけで，特に重視されてはいな
かった。むしろ，園外で捕まえてきた昆虫やカタツム
リなどの小動物を保育室で飼育・観察することや，生
き物を題材にした音楽や絵画などの製作活動に重点が
置かれていた。1964年（昭和39年）に当時の文部省か
ら改訂版「幼稚園教育要領」が告示として発令され，
同園ではこれを受けて，従来の12領域を「健康」「社会」

「自然」「言語」「絵画製作」「音楽リズム」の６つに減
らしている。動物が含まれる「自然」領域は，「身近
な動植物を愛護し，自然に親しむ」「身近な自然の現
象などに興味や関心を持ち，自分で見たり考えたり，
扱ったりしようとする」ことを目指すものであった。
1966年（昭和41年）の紀要には指導計画として，「飼
育動物に餌を与えて，可愛がる」「小動物が動いたり
鳴いたりしている様子を見る」「いたわって育てるに
はどうしたらよいかを話し合う」などの記述が見られ
る。1980年代になると，「生き物本来の生き方を知っ
た上で，それを生かした接し方をする」ことを愛護と
定義し，「動植物を愛護し，自然に親しむ子どもを育
てる」ことを目的とした実践報告が掲載されている。
これらの報告では，動物との関わりを通して子どもが
喜びや悲しみ，驚きなどさまざまな感情を抱き，動物
への共感を育むことで対人関係も変化してくるといっ
た効果がある反面，生き物（ウサギ，ザリガニ，イモ
ムシなど）に触れることができない子どもをどのよう
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に指導するか，また，生命の対極にある「死」をどの
ように子どもに実感させるか，などの課題のあること
が指摘されている。さらに1980年（昭和55年）以降の
紀要には，以前よりも身近な生活の中で動物と直接触
れ合うことがさらに難しくなったことから，幼稚園に
おける生き物との関わりが重要となってきていること
が指摘されている。』1）

　以上のように，附属三原幼稚園では現在に至るまで
ウサギやニワトリの飼育だけでなく，保護者や園児自
身が地域周辺で捕まえた魚類や昆虫などの生き物を飼
育・観察したり，野菜の栽培や園庭の植物の観察をし
たりするなど，動物だけでなく植物をも含めた生き物
との教育的交流を盛んに行っている。
　2008年公示の「幼稚園教育要領」にも，「幼児期に
おいて自然の持つ意味は大きく，直接触れる体験を通
して幼児が自然とのかかわりを深めることができるよ
う工夫すること」「身近な事象や動植物とのかかわり
を通して，親しみや畏敬の念，生命を大切にする気持
ちなどが養われるようにすること」が掲げられており，
直接体験の機会を積極的に与えるためにも，教育現場
における生き物の重要性がますます高まっている。
　これらの生き物を通した活動は，園児の心を育むた
めの一助となるだけでない。園児が園庭や近隣の公園
において，体を動かす遊びを通して自然とふれあうこ
とで，生活リズムや身体的健康にも影響している可能
性もあると考えられるが，これらの効果についてはい
まだ科学的に実証されていない。

２．研究の目的・方法
　そこで本研究は，まず附属三原幼稚園における年間
教育の中で，特に生き物（植物を含む）に関わる活動
の位置づけについて考察し，さらに，生き物を通した
活動が園児の生活リズムや身体的健康にどのような影
響を及ぼすのかについて明らかにするための手法を確
立するための基礎的知見を得ることを目的とした。
　本研究は，附属三原幼稚園の年長児（きく組とゆり
組）を対象として，平成23年に実施した。
１）年長児に対する生き物を通した活動に関する調査
　年長児に対する年間の活動の流れを把握するため
に，「きく組」の担任（中山芙充子）が保護者に向け
て毎月（月によっては２回から３回）発行している「き
く組だより」及び「すみれ組だより（きく組に持ち上
がる前の年中組の名称）」の内容を分析して，特に生
き物に関わる活動を抽出した。
２）園児の生活リズムモニタリング法の開発
　園児の生活リズムのモニタリングには，アクティ
ウォッチ（米フィリップス・レスピロニクス社）を用

いることとした（図１参照：サイズ23x 43x 10mm 
16g）。アクティウォッチとは，睡眠時無呼吸症候群，
不眠症などの患者の生活リズムをモニタリングするた
めに開発された機器である。さらに睡眠研究以外の分
野でも，活動量計として幅広い分野で活用されてい
る。被験者の非利き腕にアクティウォッチを装着し測
定する。体動のレベルとその頻度に対応した信号をア
クセロメータ（加速度計）により発生させ，体動をア
クティビティ・カウントとして記録する。結果は解析
ソフトによりアクトグラムや統計データとして表示さ
れる（図２）。

図１．アクティウォッチの装着例

図２．アクティウォッチによるデータ例

　モニタリングは，きく組とゆり組の園児合わせて32
名（男児16名，女児16名）を対象とした。対象園児の
手首に正味２日間（土日を除く）にわたりアクティ
ウォッチを装着し，園児の日常生活に影響することな
く，運動量，睡眠時間，睡眠効率など生活リズムに関
わる様々な形質を簡易に計測することが可能であるの
かを検討した。調査期間は，2011年10月～ 12月とし，
アクティウォッチ12台を用いて，順次測定を実施し
た。園児の測定の順番は原則として無作為とした。
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３．成果と課題
１）年長児に対する生き物を通した活動に関する調査
　平成22年から平成23年にかけて発行された附属三原
幼稚園きく組だより（すみれ組だよりを含む）24報に
ついてその記述内容をすべて分析して，年中・年長児
に対する１年間の活動をまとめたものが表１である。
24報には，保護者に対する便りとともに園で実施され
た様々な活動が紹介されていた。24報の中で特に生き
物（植物を含む）と関わる活動が報告されていたのは
15報（15の活動）であった（62.5％）。また，この15
の生き物と関わる活動の内，10の活動が何らかの形で
園庭を利用していた（園庭，園庭の植物，園庭の野菜，
園庭の飼育小屋の動物など）。園庭以外の生き物と関
連した活動としては，近隣の公園への遠足などが含ま
れていた。「組だより」によると，生き物に関わる活
動のあった月は，３月，５月，６月，８月，９月，10
月，11月，12月で，長期休業期間を除くとほぼ１年を
通して何らかの活動が実施されていたことがわかる。
また本園では，これらの生き物と関わる活動とともに，
附属三原小中学校の生徒や保護者，地域の高齢者との
異年齢間交流を通して，身体を動かす遊びを実施して
いた。その中には異年齢間の交流を通した生き物と関
わる活動もあった。
　次に「組だより」の一部を抜粋引用しながら，これ
らの活動の内容を考察したい。

（１）平成22年５月10日すみれ組だより
＜春の遠足楽しかったよ＞
　『お弁当を食べ終わると，やっと遊び開始！広い芝
生で鬼ごっこをしたり，白つめ草を摘んで花束を作っ
たり，ちょうちょを追いかけたりして思い思いに遊び
ます。そうしていると，滝のある川のところで，何やら
棒をもって熱心にしている子どもたちがいます。よ～く
見ると，木の棒を釣竿にして，たらしています。「何
してるの？」と聞くと，「釣りしてるんよ。」との答え
が。「魚釣ってるの？」と聞くと，「ここには，魚はお
らんよ。アメンボを釣ってるんよ。」とのことでした。
ですが，アメンボはそう簡単に釣れないぞと気づいた
子どもたち。底のどろを棒にひっかけて，「釣れた 
ぞ～！！」大喜びしている姿もありましたよ！？』
　この「組だより」には，近隣の公園に遠足に行った
模様が生き生きと記述されている。園児たちは，鬼ごっ
こなどの体を動かす遊びをしながらも虫を追いかけた
り，川の生き物を探したりする行動へと自然に移行し
ていることがよくわかる。教師が意図的に生き物との
関わりへと誘導するのではなく，子どもたちの自由な
遊びの中から生き物に興味を持たせる機会を設けてい

ることがよくわかるエピソードである。また，生き物
との関わりが，単に理科的知識を身につけるだけでな
く，園児の体を動かすことにつながっていることも見
逃せない。
（２）平成22年５月20日すみれ組だより
＜秘密の野菜，なにができるかな？＞
　『クラスの前に名前を知らせていない野菜がいくつ
か植えてあります。フウセンカズラの芽が少しずつ生
え始めました。喜んで，みずやりにせっせと励む子ど
もたち。クラスの秘密の野菜にも水やりをする子ども
たちもいます。子どもたちに「これ何の野菜がなると
思う？」とひと苗ずつ聞いてみました。
ピーマン・・・「みどりの葉っぱがつやつやだから，
ピーマンになるんじゃない？」
ナス・・・・・「葉っぱがぷっくりしてるからナスか
な？」「花がむらさき色だから，ナスビよ！」

年 月日 担任 組 タイトル イベント 活動内容 自然との関わり 人との関わり

H22 5月10日 中山 すみれ
春の遠足楽しかった
よ！ 遠足（宮浦公園）

追いかけごっこ，砂場
で料理

シロツメクサ，チョ
ウチョ，川，アメン
ボ，桜の花びら，
松葉，藤の花び
ら，サクランボ

H22 5月20日 中山 すみれ
教育実習が始まりま
した！ 教育実習

実習生との鬼ごっこ，
追いかけっこ 野菜の名前 実習生

H22 6月2日 中山 すみれ

中学生（８年生）との
交流楽しかったよ！

中学生交流
砂場で穴堀，泥団子
作り，遊動円木，ブラ
ンコ 中学生

H22 6月25日 中山 すみれ いよいよ運動会！ 運動会
踊り，親子リズム，園
歌，かけっこ

アゲハ蝶の幼虫，
カタツムリ，カブト
ムシの幼虫，ダン
ゴムシ，アヒルの
たまご 中学生，保護者

H22 6月25日 中山 すみれ
ナスとピーマンをみ
んなで食べたよ

栽培・収穫した野菜の
試食 野菜を食べる

ナスビ，キュウリ，
ピーマン，インゲン
マメ

H22 8月30日 中山 すみれ
赤ピーマンを食べた
よ！

栽培・収穫したピーマ
ンの試食 野菜を食べる 赤ピーマン

H22 9月17日 中山 すみれ
石けん遊び・色水遊
び シャボン玉作り挑戦

みんなで試行錯誤し
ながらシャボン玉作り
に挑戦

H22 9月22日 中山 すみれ お月見茶会
お茶会，留学生との
交流

お茶会体験・留学生と
の関わり

季節の草花（むく
げ・すすき・紫しき
ぶ）や月とウサギ
の置物

茶道同好会の
お母さん方,広
島大学留学生
のチェドさん

H22 11月9日 中山 すみれ
いろんな音を見つけ
たよ！ ドングリマラカス 園庭探検

ドングリ，小石，砂
，落ち葉，松葉，松
ぼっくり，ドングリ
の帽子，オシロイ
バナの種，やきい
もの炭

H23 2月1日 中山 すみれ 落とし穴掘ったよ！ 落とし穴
穴堀り（落とし穴，宝
探し）

H23 2月18日 中山
♪いよいよお楽しみ
会♪

お楽しみ会：劇：金の
がちょう,のんびりきか
んしゃポーくんとサー
カス

H23 2月25日 中山

８年生さんが手作り
絵本の読み聞かせ
をしてくれたよ 絵本の読み聞かせ

絵本の読み聞かせに
参加，鬼ごっこ 中学生

H23 3月18日 中山 み～つけた！ 春探し，ウサギ当番
春探し探検，ウサギ
当番の引き継ぎ

香り水仙，桜，藤
の木，オオイヌノフ
グリ，ウサギ 年長，もも組

H23 4月26日 中山 きく 身体計測お手伝い 身体測定 もも組，さくら組

H23 5月6日 中山 きく 藤のお花見したよ！
９８歳の藤の花見，お
助けレンジャー 景雲台登頂 藤の花

H23 5月19日 中山 きく
疑問に思ったことを
確かめてみよう！ 生き物観察，植樹 園庭探検，木を植える

ダンゴムシ，アリ，
てんとう虫，ヤマボ
ウシ

H23 7月20日 中山 きく 水遊び楽しいよ！ 水遊び 水に浮かす実験

H23 9月8日 中山 きく
キュウリは，水に浮
くの？沈むの？

野菜を水に浮かす実
験，水に浮く船を造
る，スイカ割り

野菜を水に浮かして
みる，船を作る，育て
たスイカを割って食べ
る

ミニトマト，ナス，宇
宙カボチャ，大きな
カボチャ，玉ねぎ，
ジャガイモ，松ぼっ
くり，スイカ

H23 9月23日 中山 きく

海賊船に乗ったよ！
＜船の工夫を紹介し
よう！＞

自作の海賊船進水
式，４年生との交流

プールで船に乗る，追
いかけっこ，遊具遊び ４年生

H23 10月21日 中山 きく
運動遊びに挑戦して
います！

運動遊び，ドングリ料
理店

タイヤ跳びや雲梯，ブ
ランコ，鉄棒，リレー
運動，ドングリを焼く，
彼岸花のネックレス ドングリ，彼岸花

H23 10月12日 中山 きく
おじいちゃんおばあ
ちゃんと遊んだよ！ 高齢者との交流

けん玉，こま回し，
ヨーヨー，あやとり，お
手玉，竹馬，おはじき
など昔の遊びを一緒
に体験 高齢者

H23 11月1日 中山 きく
自然とのかかわりを
通して 紅葉観察

園庭の葉っぱを使っ
て色水作り 紅葉の葉

H23 11月5日 中山 きく
4年生さんとの遠足
楽しかったよ！ 遠足

４年生と堀川公園に
遠足，だるまさんが転
んだや色鬼，騎馬戦

ドングリ，カマキ
リ，てんとう虫 ４年生

H23 12月5日 中山 きく

4年生さんとドングリ
おもちゃを作った
よ！

ドングリでおもちゃ作
り

４年生とドングリのお
もちゃ作り ドングリ ４年生  

すみれ

春，

すみれ

すみれ

表１．�きく組だより（すみれ組だよりを含む）を基に
まとめた附属三原幼稚園の年中・年長児に対す
る年間活動の概要

注：網掛のセルは生き物の関わる活動を示す。
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キュウリ・・・葉っぱと茎を触って「いたい～！トゲ
トゲ～！」「カボチャかな？」
トマト・・・・「これ，家にも植えてる！トマトがな
るんよ！」とAちゃん。「黄色い花なのに，トマトが
本当になるの？」と聞くと・・「あれ？」という顔を
してじっくり見ていましたよ。
また，隣に植えてある，マリーゴールドの花を見て，「こ
のおっきい黄色い花は，スイカがなりそう。」とつぶ
やいている子もいたりして・・。さまざまに感じて自
分なりに予想をしている子どもたちです。』
　園庭に植えたフウセンカズラについての記述であ
る。一般的に，園児と一緒に種を撒いたり野菜を育て
たりする活動では，野菜の名称を教えたり名札を立て
たりと理科的知識を高めようとしがちであるが，本園
では，園児に植物の名前を秘密にしておくことで，園
児の野菜や植物に対する興味を引き出し，想像力を高
める教育的な工夫をしている。生き物に対してこのよ
うな出会いの場を設けることが，園児と生き物との距
離をさらに近づけるのではないだろうか。

（３）平成22年６月25日すみれ組だより
＜アゲハが出てきたよ！＞
　『アゲハ蝶の幼虫，カタツムリ，カブトムシの幼虫，
ダンゴムシなど，すみれ組の部屋には，みんながつか
まえてきてくれた生き物がたくさんいます。その中の
アゲハの幼虫が今週に入り，月曜から４日連続でサナ
ギから蝶へと羽化して飛び立ちました。アゲハの幼虫
は卵から生まれたての頃は，鳥のフンのような黒と白
をして，大きくなるときれいな黄緑色に脱皮します。
そんな幼虫の間には，「この幼虫，青色のチョウチョ
になるんじゃない？」「いやいや黄色いガよ。」などと
予想を立てていた子どもたち。そうこうしていると，
家から昆虫の大きな図鑑を持ってきて「先生！この幼
虫，アゲハになるんよ！ここに書いてる！」と興奮し
て見せてくれる子も出てきて，お帰りにみんなの前で
発表してもらうと，子どもたちのアゲハへの関心はさ
らに高まりました。サナギになってから，「今日は，チョ
ウになった？？」と毎日のように聞いていたすみれ組
さん。その間にも，続々と幼虫からサナギになってい
きました。そんな今週の月曜日。一匹がサナギの殻か
ら出て見事なアゲハ蝶になっていました。それからな
んと毎日，アゲハが羽化していったのです。子どもたち
も「うわ～！ほんとにアゲハが出てきた～。」「すご～い。」
と感動していましたよ。逃がす時には，「さわったらい
けんのんよ。羽根が折れるよ！」「自分で飛ぶんじゃ
けん！」などと言いながら見守り，飛び立つと「バイ
バ～イ！元気でね～！」と見えなくなるまでみんなで

手をふって見送りました。アゲハのサナギも後一匹に
なりました。さていつ羽化するのかな？楽しみです。
幼虫から羽化まで約4週間。子どもたちは，観察したり，
予想したり，図鑑で調べたり，それぞれに夢中でかか
わっていました。その中で，いつの間にか，黒から黄
緑に変化した幼虫への驚きや，あんなに小さなサナギ
から大きな蝶が出てくる不思議さを体感していきまし
た。このように子どもたちが身近な自然に出会い，感
動する体験を大切に積み重ねることで，気づいたり，
感じたことを表したりする喜びを味わえるのだと思い
ます。』
　本園では，園庭の飼育小屋でウサギとチャボを飼育
しており，飼育当番が世話をしている。一方，保育室
では園児が持ってきた昆虫や魚などの小動物を虫かご
や水槽などで飼育している。クラスの中に生き物好き
の園児が何人かいると，教師が特に指導しなくてもク
ラスの園児全員が飼育している生き物に関心をもつよ
うになる。例えば昆虫の幼虫については，変態などを
経て成虫へと成長して行く過程が園児を魅了する。近
年は園児の身の回りに自然がなくなりつつあるため
に，保育室でこれらの生き物を飼育し，その変化を観
察させることを通して命の不思議を体感することは非
常に貴重な経験となる。また，学習という意味におい
ては，保育室の生き物が屋外の自然環境ではどのよう
なところに棲息しているのかを教える機会があるとさ
らに効果的であると考えられる。

（４）平成23年11月５日きく組だより
＜自然物とかかわって遊ぶ＞
　『堀川公園には，少し坂を登るとドングリの木があ
ります。ドングリ拾いを目指していたペアは，早速坂
を登ってドングリを探し始めました。きく組さんがな
かなか見つけられずにいると，４年生さんがドングリ
を見つけて「Ａちゃん，ドングリ見つけたよ」と手渡
してくれます。それを「ありがとう」と言いながら何
ともうれしそうにもらっていましたよ。また，坂を下
りる時には，危なくないように手を添えて「ゆっくり
でいいよ」と声をかけてくれるお姉ちゃんの姿。そう
かと思えば，どんどん崖の方に登っていく年長組さん
に，「ちょっと待って～」と追いかけていくお兄ちゃ
んの姿も見られましたよ。虫好きの男の子たちは，もっ
ぱらカマキリやテントウムシなど，虫探しに夢中の様
子。しばらくすると「せんせい，すごいもの見つけた！」
とＢ君。見ると手にはカマキリの卵が２つ並んでつい
ている葉っぱを持っています。お兄ちゃんたちも「す
ごいね～」と褒めてくれるので，とっても得意げな表
情です。大好きなお兄ちゃんに認めてもらい，「次は，
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バッタ探そう！」と言ってかけていきましたよ。』
　本園では積極的に異年齢間の交流を促進している。
この事例は附属三原小学校の４年生との合同遠足の模
様を記述したものである。近隣の公園で園児が４年生
と一緒にドングリや昆虫探しなど公園を駆け巡りなが
ら自然と関わって遊んでいる様子がよくわかる。野外
で生き物を介在した活動を行うことで，保育室の中で
飼育されている生き物を通した教育を補強することが
可能となる。また，異年齢間の交流も屋内での活動と
はまた違った趣になっていることが伺える。さらに４
年生が関わることで園児の運動内容や運動量も変化し
ているようである。
　本調査では，きく組だよりとすみれ組だよりから，
本園の年長児に対する生き物を通した活動を分析する
ことを試みた。その結果，生き物を介在することで，
理科的な知識だけでなく，異年齢間の交流や身体的活
動の促進，命の不思議さに対する興味への動機付けな
どにつながることが示唆された。特に近隣の公園や園
庭などの屋外での生き物との関わりは，日中の運動の
促進にもつながることから，園児の生活のリズム付け
にも貢献するのではないかと考えられた。

２）園児の生活リズムモニタリング法の開発
　「きく組だより（すみれ組だよりを含む）」について
の分析から，本園では年長児に対する生き物を通した
活動が１年を通して活発に行われていることが明らか
となった。また，生き物を通したこれらの活動の多く
が，運動を伴うものであることも明らかとなった。そ
こで，これらの活動と園児の日常の運動量や睡眠時間
との関係性について科学的に調べることが重要とな
る。しかしこれまでは，園児の生活リズムを簡易にモ
ニタリングする手段がなかった。そこで本研究では，
生活習慣病の患者のために開発されたアクティウォッ
チが，園児などの子どもに負担をかけずに正確に生活
リズムをモニタリングできるのかを調べた。その結果
を表２に示した。

　園児に装着したアクティウォッチはすべて正常に作
動し，データの記録にまったく問題は認められなかっ
た。また，今回の調査で，アクティウォッチを園児の
非利き腕に２日間連続で装着することは，園児の日常
の活動には支障とはならなかったことから，アクティ
ウォッチは，園児の生活リズムをモニタリングするた
めには有効であると考えられた。
　表２に示した９項目すべてについて，１日目と２日
目の間の測定結果の間には有意な差が認められなかっ
たことから，園児の生活リズムは２日間で安定してい
たと考えられる。園児の平均就寝時刻は21時前後，起
床時刻は６時50分前後，寝床にいた時間は９時間50分
前後，総睡眠時間は８時間20分程度，寝付くまでの時
間は３分から５分程度，睡眠効率は約85％であった。
　幼児の睡眠時間と目覚めの様子を保護者に聞いた田
中らの研究（2008）によると，「爽快」な様子である
と答えた保護者の子どもの睡眠時間は「11時間以上」
が12％，「９時間以上11時間未満」が77％，「９時間未
満」が11％であった。2）このことから睡眠時間が「９
時間から11時間未満」が最も目覚めが良いことが示唆
された。本園の園児の寝床にいた時間は９時間50分前
後であったので，この報告にある爽快な目覚めの範囲
内に入っていた。また，正味の睡眠時間も８時間を超
えていたことから，質の高い睡眠のとれていることが
示唆された。

４．ま と め
　本研究から，本園では生き物を通した活動（動物介
在教育）が１年を通してバランスよく組み込まれてい
ることが認められた。また，これらの活動を通して，
園児の生き物に対する興味や生き物の命に対する尊敬
の念，生き物についての理科的知識などが促進されて
いることが示唆された。今後，アクティウォッチを用
いて園児の生活リズムを継続的にモニタリングするこ
とで，これらの活動が園児の身体的健康にどのような
効果を及ぼしているのかを明らかにすることが可能に
なると考えられた。
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測定項目 １日目 ２日目 

就寝時刻 20 時 56 分 44 秒 21 時 01 分 59 秒 

起床時刻 6 時 48 分 41秒 6 時 51 分 56秒 

寝床にいた時間 9 時間 51分 40秒 9 時間 49分 57秒 

総睡眠時間 8 時間 26分 42秒 8 時間 23分 01秒 

寝付くまでの時間 5 分 17 秒 3 分 17 秒 

睡眠効率 85.62% 85.30% 

中途覚醒時間 67 分 39秒 64 分 51秒 

中途覚醒回数. 45.26回 44.13回 

平均活動量/分 457.1335 457.2626 

表２．アクティウォッチによる生活リズム測定結果

注：測定値は年長児のデータの平均値である。




